
【審査基準】避難行動要支援者の避難支援体制づくりに向けた啓発等業務委託

主な評価の視点

ア 同種・類似業務の実績

・同種業務
⇒福祉や防災にかかる啓発業務の経験の有無

・類似業務
⇒福祉や防災以外の分野にかかる啓発業務の経験の有無

・過去５年に本委託業務に関連する業務（同種業務又は類似業務）を履行した実績
の有無で評価を行う。

サ その他
（その他、受託者が想定する避難行動要支援者の避難支援
体制づくりにつながる企画）
　※　仕様書５-（２）⑥

・避難行動要支援者の避難支援体制づくりにつながる仕様書に記載されていないよ
うな新たな提案がなされているか。

・イベント等参加者がそれぞれの活動を理解できる提案がなされているのか。
・イベント等参加者がそれぞれの活動の参加につながる提案がなされているのか。

ケ イベント等の実施について
（イベント等の開催周知）
　※　仕様書５-（２）④

・チラシの配布やＳＮＳ等を活用した効果的な発信を行う提案がなされているの
か。
・全世代が参加につながる発信を行う提案がなされているのか。
・本市との連携により市報や市ホームページ等でイベント等の周知を行う提案がな
されているのか。

コ イベント等の実施について
（イベント等の参加者と実行委員等のつながりづくり）
　※　仕様書５-（２）⑤

・福祉防災活動に関心を持ったイベント等参加者と実行委員等がイベント後もつな
がりが継続できるような提案がなされているのか。
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イ 業務理解度
　（受託業務全般や災害時の地域における避難支援の考え
方）

・本業務の趣旨や目的を理解しているか。
・災害時の地域における避難支援の考え方「自助・共助・公助」を理解している
か。

カ イベント等の実施について
（防災意識の向上につながる企画）
　※　仕様書５-（２）①

・避難行動をとるタイミングや避難先について学べる提案がなされているか。
・家庭内備蓄や非常持出品について学べる提案がなされているか。
・簡易トイレや段ボールベッドの組立体験など避難所生活について学べる提案がな
されているか。
・その他、受託者が想定する防災意識の向上につながる提案がなされているか。

ク イベント等の実施について
（実行委員や市内で福祉防災活動を行っている団体等の活
動を紹介する企画）
　※　仕様書５-（２）③

・疑似体験など避難行動要支援者の身体状況や生活状況が学べる提案がなされてい
るか。
・避難行動要支援者の介助方法（避難支援）が学べる提案がなされているか。
・その他、受託者が想定する避難行動要支援者の避難支援への理解につながる提案
がなされているか。

オ イベント等の実施にかかる実行委員会について
　※　仕様書５-（１）

・企画提案にふさわしい実行委員の候補者の選定や実行委員会の運営の提案がなさ
れているか。
・定期的な実行委員会の実施や実施後の振り返りを行う提案がなされているか。
・実行委員会で避難行動要支援者の避難支援についての理解や啓発方法等を検討す
る提案がなされているか。
・実行委員同士の顔の見える関係づくりや団体活動の情報共有が行える提案がなさ
れているか。

エ 本事業で得た情報のセキュリティ対策 ・事業所内外での個人情報管理やセキュリティ対策が十分に考慮されているか。

ウ 実施体制及び事業実施のスケジュール

・業務責任者や事業実施時の人員・運用体制は妥当であり、業務遂行に無理がない
か。
・十分に全体の業務量等を把握した上での事業実施のスケジュールとなっている
か。

キ イベント等の実施について
（避難行動要支援者の避難支援への理解につながる企画）
　※　仕様書５-（２）②


